
１　久慈市民ガイド養成事業
　○総合的な文化遺産の案内人として、「観光ボランティアガイド」の養成講座を実施する。
　○講座終了後は活躍できるガイド登録者を常時８名維持し、登録ガイドが活動を継続できるよう、本事業を通じ
て関係団体との協働体制を構築する。

２　郷土文化遺産記録作成事業
　○郷土芸能保存団体（大芦しゃくし舞・細野念仏剣舞・関念仏剣舞）の収録を実施する。
　○収録した映像はWeb配信用にデジタル編集し、文化遺産情報基盤システムにて発信する。

本事業は久慈文化遺産活用地域活性実行委員会が主体となり実施する。
久慈市は、久慈市教育委員会文化課が主担当課となり、本事業の実施全般に係る指導及び調整、文化財の取り扱い
に係る指導等を行う。

事業概要： なし

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

なし

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

久慈市教育委員会事務局　文化課

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

１　久慈市民ガイド養成事業
○地域活性の主体となる観光ボランティアガイドの育成が組織的に実施されることにより、文化遺産を用いた地域
活性化が更に推進できる。
○市内の団体と折衝し、一つの目標に向かう交渉自体が地域に共通の目的意識を生み出し、地域活性化の原動力の
一助となる。

２　郷土文化遺産記録作成事業
○当市の郷土伝統芸能の映像が視聴可能となることでより多くの閲覧者に市内の郷土芸能の存在を周知できると共
に、郷土芸能保存団体の活動意欲の高揚に繋がる。
○作成するホームページにページビューを導入することにより、常に情報発信のあり方をPDCAサイクルに則って
フィードバックすることができ、今後良質な情報発信をしていくための貴重な情報源となる。

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

事業概要： なし

事業概要： なし

 8 補助事業の概要 （1）補助金額 ～平成29年度交付決定額： 2,509 千円 平成30年度申請額： 4,182 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

【計画の改善時期】
　　平成   年度

 1 都道府県・市区町村名 岩手県久慈市  2 補助事業の種類 地域文化遺産活性化

 3 実施計画の名称 久慈文化遺産総合活用推進事業

 4 実施計画期間 平成 29 年度 ～ 平成 30 年度

 5 実施計画の概要

 6 実施体制

様式１－１



平成 30 年度 8 名

設定根拠１：
講座受講者は年間15名を目標とし、平成30年度は中級ガイドを育成する講座を併せて実施、初級ガイドが３
名、中級ガイドが５名の計８名の修了を見込む。

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値１： 【現状値】 平成 29 年度 5 名 ⇒ 【目標値】

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
ガイドとして必要時、要請に応じて活動できる者を養成する。平成30年度に初級ガイド５
名、中級ガイド3名、計8名の修了を目指す。 関連事業:

名 名

0%

名 名 名 5 名

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

様式１－１別紙①



進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度

名 名 名 5 名 名 名

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
ガイド登録者として、必要時に要請に応じて活動できる修了者が年間を通じて８名を維持でき
ること。

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 5 名 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 8 名

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 久慈市民ガイド養成事業 実施団体： 久慈市文化遺産活用地域活性実行委員会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 30 年度

事業概要：
○　ボランティアガイドの養成講座を実施。講座修了後も恒常的に活躍できるガイドを養成す
る。平成29年度は１名の目標に対し５名が修了。平成30年度は８名の修了を目標とする。
○　登録ガイドが活動を継続できるよう、関係団体との協働体制の構築に重点を置く。

0%

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

様式１－１別紙②


